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いせさき学習堂 古文書入門講座         令和８年（2026）２月 12日（木）於伊勢崎市図書館 

第６回 浪士組の上京 

―「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅠ― 
巻島 隆 

はじめに 

「文久記聞 九」の家茂上洛、浪士組に関連する記述を読みます。 

第１回 くずし字に触れる 

第２回 読むための基礎知識 

第３回 「和宮下向ニ付、助郷取極」（伊勢崎市図書館蔵）を読む 

第４回 今井区有文書（赤堀歴史民俗資料館蔵）を読む 

第５回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅠ 

第６回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅡ 

第７回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅢ 

第８回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅣ 

  

 １ 用語 

 縁頬（えんがわ）＝座敷の外側につくられた板敷。城中詰所の一部。 

 昧死（まいし）＝昧はおかすの意。死を覚悟で真実を天子に直言すること、

上奏文に使用する決まり文句。 

 靖献（せいけん）＝テキスト 65頁の中では「請献」で表記。「自ら靖じ、人

自ら先王に献ぜん」（書経）。臣下として義に安んじ、先王の霊に誠意をささげ

ること。 

浪士組＝文久２年（1862）に幕府が浪人を募集して将軍家茂警固のために組

織。清河八郎の発案。宮地正人『歴史の中の新選組』（岩波書店、2004年）巻末

の「浪士組・新徴組隊士出身別一覧」によると、浪士 394人が確認される。全

国から応募があり、中には博徒も含まれた。上京後、清河八郎の画策により尊

王攘夷実行の先兵の組織に変わろうとしたが、反対した近藤勇ら試衛館道場の

一派と芹沢鴨らが壬生浪士組（のちに新選組、会津藩お預かり）を結成。江戸

へ帰った浪士組は新徴組に改組され、庄内藩お預かりとなる。板倉勝静の指示

により清河は佐々木只三郎により暗殺される。 

清河八郎＝1830―63、出羽国田川郡清川村の豪農出身の尊王攘夷活動家。弘

化４年（1847）、干支に出て古学の東条一堂に入門、嘉永４年（1851）に北辰一

刀流の千葉周作に入門。安政元年（1854）、神田三河町で文武塾を開く。安政２

年、母に同行して西日本を旅行し、道中記「西遊草」を著す。文久２年

（1862）、攘夷挙兵を計画するが、寺田屋事件で頓挫。浪士組を発案、上京後に

浪士組を尊王攘夷の実行部隊にしようとするが、果たせずに江戸に戻ったとこ

ろを幕臣の佐々木只三郎により殺害される。 
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 ２ 徳川家茂の上洛行程 

 以下、黒板勝美編『新訂増補 續徳川實紀 第四篇』（吉川弘文館、1936年）によ

る。大方は六時半（午前７時頃）に出立し、七時（午後４時）か七半時（同５時）に

到着して宿泊。家茂は所々で駕籠、歩行、乗馬。途中でこまめに小休を入れる。 

 

 文久３年（1863）２月 13日 江戸城を出立。大手門を出て御畳蔵前、大名小路、数

寄屋橋御門を通過、九時前に東海寺に到着し、「御昼御膳済」。品川宿で休み、七半時

前に川崎宿本陣に到着し、泊まる。＊浪士組は２月８日に江戸を出立。 

 ２月 14日、六時半出立。戸塚宿に泊まる。 

 ２月 15日、六時半出立。四時過ぎ、藤沢宿の清浄光寺で休む。大磯宿に泊まる。 

 ２月 16日、六時半出立。小田原宿に泊まる。 

 ２月 17日、六時出立。早雲寺で休む。九時過ぎ箱根宿本陣で御昼休。三島宿に泊ま

る。 

 ２月 18日、吉原宿富士山別当東泉院に泊まる。 

 ２月 19日、五半時、富士川急流御渡船。興津宿、清見寺に着、泊まる。九時前に由

比宿で御昼休。 

 ２月 20日、駿府城代屋敷に泊まる。 

 ２月 21日、久能山御参詣。 

 ２月 22日、安部川を連台で渡る。九時頃、岡部宿で御昼休。藤枝宿に泊まる。 

 ２月 23日、四時過ぎに大井川を連台で渡る。九半時過ぎ、金谷宿で御昼休。掛川宿

で泊まる。＊この日に浪士組が中山道で京都に到着。 

 ２月 24日、九時前に見附宿で御昼休、ここから乗馬。天竜川渡船。浜松宿で泊ま

る。 

 ２月 25日、「松平伊豆守より為御馳走差出候御舟ニ而新居 御渡海」。吉田宿龍拈寺

に泊まる。 

 ２月 26日、三河国法蔵寺（愛知県安城市、家康幼少時の修学所）に立ち寄り、御宝

物を見る。藤川宿より歩行。九時前に赤坂宿本陣で御昼休。岡崎宿で泊まる。 

 ２月 27日、熱田宿尾張殿浜屋形にて泊まる。 

 ２月 28日、萬場川渡船。九時半頃に佐屋宿本陣で御昼休。桑名宿本統寺で泊まる。 

 ２月 29日、四日市宿の多羅尾民部出張陣屋で泊まる。 

 ２月 30日、四半時過ぎに石薬師宿本陣で御昼休。亀山宿で泊まる。 

 ３月１日、関宿本陣で御小休。筆捨山で野立。土山宿に到着。大坂より小笠原長行

が出迎え。土山宿に泊まる。 

 ３月２日、石部宿で泊まる。 

 ３月３日、大津宿御代官石原清一郎陣屋で泊まる。 

 ３月４日、五時過ぎに二条城着御。御玄関前にて松平春嶽、松平容保が御目見。御

玄関御拭板の辺で徳川慶勝、一橋慶喜出迎え。午下刻、御黒書院で万石以上の面々と

御目見。 
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３ 浪士組の上州出身者 宮地正人『歴史の中の新選組』（岩波書店、2004年）

巻末の「浪士組・新徴組隊士出身別一覧」の上州部分 



4 

 

  



5 

 

  



6 

 

  



7 

 

  

子母澤寛『新選組始末記』（中央公論社、一九六七年） 
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